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論文題目 
Cell-to-cell propagation of intracellular signals fluorescently visualized with acridine orange in the 








より単離した胃腺をヒスタミン刺激し、細胞内 Ca2+反応を Fluo-4 AMで、細胞応答を AOで、pH変
化を LysoSensor（LS）で可視化した。H+, K+-ATPase の免疫染色法で同定された壁細胞は AO（2 
μM）染色で暗い緑色に染色され他の細胞と区別できた。100 μM ヒスタミン刺激後（平均 5分）壁細
胞を含む多数の細胞で散発的に Ca2+反応が認められた。Ca2+反応に先行して AO 染色した細胞
でも蛍光強度の変化が認められ、主に胃腺中央部にある壁細胞の細胞質の緑色蛍光が一時的に
増強し、胃腺長軸方向に隣接する細胞 10 個程度に順を追って伝播した。この AO 応答の伝播は
胃腺の一部細胞のみを刺激しても認められ、プリン受容体阻害剤のスラミン存在下でも抑制されな
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